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§１．研究成果の概要 
 

本研究では光開裂型の化学修飾を施した caged オリゴ DNA を活用することにより、特定波長の

光を照射した関心領域からの遺伝子発現情報を取得するための技術を開発する。2021 年度はそ

の実験系を細胞間相互作用の検出に応用するためのマルチカラー化に向けた基盤技術を構築し

た。また新鮮凍結切片だけでなく、ホルマリン固定した凍結・パラフィン切片でも検出できるよう、透

過処理の条件を見出した。さらにこれらオミクス解析で得られる情報をデータ駆動的に解析するた

めのプラットフォームを高度化した。 
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